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１ 

さ
て
内
容
に
入
ろ
う
。
当
時
の
漁
家
に
は
今
日
の
よ
う
な
高
齢
化
・
過
疎
化
の
問
題
は
な
く
、
一
世
帯
内
に
一
一
世
代
以
上
が
同
居
し

労
働
力
問
題
で
は
安
定
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
漁
船
や
漁
網
を
所
有
ま
た
は
一
部
出
資
し
て
青
壮
年
時
代
は
漁
業
に
従
事
し
、

老
年
に
達
す
る
と
後
継
者
に
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
代
々
続
け
て
き
た
。
し
か
し
ま
た
多
く
の
漁
家
は
、
年
間
労
働
日
数
で
染
る
か
ぎ
り

四
湾
岸
集
落
の
生
業
（
承
前
）

一
九
五
○
年
代
に
お
け
る
高
知
県

須
崎
野
見
湾
沿
海
集
落
の
生
業
生
態
（
二
）

六五四三二

序目

湾
内
地
域
の
概
観

大
型
定
圃
網
漁
業

湾
岸
集
落
の
生
業
二
部
迄
前
号
）

経
営
形
態
と
そ
の
基
盤

結
語

次
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崎

晃

Hosei University Repository



２
労
働
力
は
完
全
燃
焼
状
態
に
あ
る
と

は
い
え
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
農

業
を
兼
業
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
農

地
は
狭
少
で
年
間
労
働
日
数
に
示
さ

れ
る
高
い
労
働
投
下
量
か
ら
考
え
る

と
、
労
働
対
象
を
す
べ
て
地
元
内
に

求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
時
の
状

況
は
、
就
業
事
情
が
限
界
に
達
し
て

い
た
と
ふ
ら
れ
る
。
で
は
限
界
状
態

に
あ
っ
た
就
業
事
情
の
中
に
あ
っ

て
、
不
可
欠
と
糸
え
る
農
地
を
欠
い

た
ら
ば
ど
う
な
る
か
。
野
見
湾
の
事

例
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
の
に
よ
い

素
材
を
与
え
て
く
れ
る
。

野
見
集
落
は
ほ
と
ん
ど
農
地
を
保

有
せ
ず
カ
ツ
オ
一
本
釣
・
イ
ワ
シ
四

シ
張
網
等
沖
合
漁
業
を
開
い
て
い
っ

た
。
漁
場
の
広
い
沖
合
漁
業
は
努
力

に
よ
っ
て
報
わ
れ
る
性
格
を
持
ち
、

沿
岸
漁
業
よ
り
も
現
状
打
開
へ
の
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
敷

網
の
よ
う
な
定
置
網
漁
業
は
回
遊
魚

農業年間従事状況
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３ 

を
待
ち
う
け
る
漁
業
で
、
水
場
の
不

安
定
を
避
け
え
な
い
こ
と
は
表
１
の

と
お
り
で
あ
る
。
野
見
湾
岸
の
大
型

定
置
網
双
子
一
号
の
組
合
員
の
分
布

は
勢
井
・
大
谷
の
二
集
落
に
集
中
す

る
が
、
こ
こ
は
保
有
農
地
が
比
較
的

広
い
。
水
場
の
不
安
定
を
補
充
す
る

腱
業
の
堅
実
さ
が
必
要
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
し
、
毎
日
一
回
網
を
起
す
定
置

網
の
作
業
は
、
農
業
と
は
両
立
し
て

も
沖
合
漁
業
の
労
働
に
は
過
重
な
負

担
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
野
見
湾
を

囲
む
集
落
の
多
様
さ
が
双
子
一
号
の

経
営
を
、
後
述
す
る
生
業
の
共
通
基

盤
を
必
要
と
す
る
村
張
り
経
営
に
む

か
わ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
女
性
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
真

珠
養
殖
へ
の
就
労
は
も
っ
と
も
雇
傭

期
間
の
長
い
安
定
就
労
で
、
地
域
外

の
資
本
な
が
ら
真
珠
養
殖
筏
が
湾
内

を
う
め
て
い
る
。

表２．３峻岐集落漁業.
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農業年間従事状況
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５ 

表２．４大谷集落漁業
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(表２．４つづき）
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９ 

(表２．４つづき）
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10 

農業年間従事状況
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２２３ 虹加皿飢型加皿駆銅型鑑別鈍鍋田飢髄切駆別佃印鋤副姻別鋼釦如引鋼妬鍋師諏皿調 男主男主男男男主男主男男男男主男主男主男主主男子主主男主男主男主主主子男男

帯帯

帯帯

帯帯帯帯帯

帯帯帯帯帯帯帯長世長世長三四世長世長三長二世長世長世長世世長養世世長世長世長世世世養長長
●■● 

●●●００●●●●●●●Ｐ●●ｂＢ●●●● ＹＮＨｃＹＹＴＨＹ１ＭＭＫＺＩＴＭＮＭＫＫＡＲＭＫ 
Ｃ●● 

●●●●●●●６●●●ＤＰ●●●●●●□● ＭＮＨＭＭＨＯＨＨＴＨＨＨＯＨＫＭＭＨＨＨＭＨＭＭ 
卍上、色ｑＵ
ｊ紐

目し戸□円Ｉ【囮０〕

、Ⅲ１Ｊ、色ｑＵ刈田旧』四四月Ｉ、巳０ＪｎＵ１▲ｎ色ｑＵ△４Ｒｕ勺上可上で１１上勺上勺上己よイユ勺人１△⑦凸の色の色Ｏ←のこの二

￣蚕一幕一;子一F三厩i､百！;J云辰悪Z厄二mi詞
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表２．５小浦集落漁業.

農産物｜ｆ踏地 漁業従事 出と

臺鳫ﾋﾞｻﾞi宝
甘藷 養殖 雑 漁

貧

000 

反
０
３
５
０

●
。
●
■

２
０
０
１
 

反

3.6 

株 株

１ 

…蟻ill
150 

250 0.2 

2.0 

0.6 

1.0 500 

第６双子丸１/１

250 0.3 0.5 

0.2 広漁丸１/２100 

１
２
１
 

ノ
ノ
ノ

１
１
１
 

九
九
九
九
九
九

栄
栄
漁
漁
漁
漁

漁
漁
広
広
豊
豊

500 0.8 

1１ 
300 

250 0.8 

250 0.812.0 

浜亀丸

250 0． 0.8 

１
１
１
３
 

０
ノ
ノ
ノ
リ
ノ

１
１
１
１
 

丸
九
九
九
九

次
徳
義
義
輝

平
高
盛
盛
直

800 0.8 

500 1.2 1.0 

150 

富｡,500 0．４１１．２ 

700 

…臘700 0．８１１．０ 1.副１．５

200 

!:iL， 0.812.0 500 
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1２ 

翠璽日数隆齢|世帯
型定置網｜農業|鰯|漁業ｒｌの続柄

０１５０１１ｔ 

１３|判’’2１

】１３０［

】３００１１５６

4０１１１８１ｕｕ罷

501１２５０１４７１岳

l】１１３０(】

０１１３０(】

､’１５０１１２８Ｍ， 

【DｌＩ２７Ｃ

0１２７０１l２Ｅ 

OＯｉＩｌ２Ｃ 

501Ｉ９Ｄｌ５Ｃ 

８０１６［ 

501１２５０１７(］ 

iiIlfMl1oO|;il霊
;:l30012ROl露|：

DC 

DｌＩ３０Ｃ 

,OＩＩ６０１ｔ世秤

【〕、］１４(ｌｌＴ１ｒ鴨

鰹一本釣 大型定置網 農封 擢廠 漁業
Ｕ肝U暇

株

1号３/500

甲岬小型
2号

甲岬小型

九石大敷

2号

観音小型

２号

甲岬小型

２号

甲岬小型
２号

観音岬小型

観音岬小型
１号１３/500

観音岬小型

観音岬小型

観音岬小型

株

Ｅ別ｕｕｕ引訓引田刷刷別例Ⅸ馴別Ⅲ
１１１１ 

１１ 

２ 

ⅨⅨ弧風Ⅸ瓢剖Ⅸ引孤

くｌＩＩ

ＩＢｉＱ 

３３０６ 

３３ 

２ 

１１１ 

０００００００００００ 

日靴ⅨⅨⅨⅨ狐ⅨⅨⅨⅨ
Ｃ００ ５４７ 

８５５０５０００００５ 

２１１３３２２２３１ 
１２２ 

２２１２１３３３３３２ 

日Ⅸ

Ｃ 

００ 

０００００ 
０ 

００ 

Ⅸ 

０ 

００ 

７２９８５ 
０ 

８０ 

１ 

３ 

２ 

３３ 

２１ 

１２ 

１ 

２３ 副髄雛塑艶切硫巫幻銃如妬塑加釘鎚鎚別記型釦師説、妬“印加塑茄迦館鍋鎚釦如弱
世帯主

世帯主
長男

男

世帯主
長男

世帯主

四男

長男
一

一

一

男
男

長男
男

世帯主

世帯主

次男

世帯主

世帯主
三男

世帯主

世帯主

世帯主
長男

世帯主
長男

世帯主

世帯主
長男
三男

世帯主
長男

世帯主
長男

世帯主

世帯主

世帯主

世帯主

□●■●●ロ●●■、●０ｓＫＹＭＴＨＨＦＳＮＭＳＳＫＺｓＣｓＭＫＹｓＫｓ ＨＨＮＭＨＵＭＮＨＭＨＴＨＵＭＭＨＵＹＭＮＭＮＨ 
ＴＰＬ〆Ｊ０

ｒＦＬ〔し］（■し色Ⅱユ

ケジ』炉■」４列弓旧」〔閉〕尻〃０【別」（ｕ】ｍ■〕■■▲、クニ向く》４回。宍出し【院〕【〃０〔ｘ］【ｕ）
２２２２３３ 

３３３３３３３３４４４４４４４４４４ 

資持分 年間労働日数
送元２k１２Ａ

世帯主と
、ﾛｰ壬R十一」矛

漁家
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１３ 

(表２．５つづき）難
薊

物一峠一幅

農地 漁業従事と出

靴
雑 漁

株 株 株

200 0.4 漁昇九１/１
漁昇丸

500 

100 

400 '1！ 
0.2 

兵馬丸１/１
兵馬九

1,000 

３
３
 

ノ
ノ

１
１
 

九
九
九

馬
福
福

兵
広
広

3,500 5,0 

400 

１
５
１
１
１
 

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
１
１
１
１
 

九
九
丸
丸
丸
丸
丸

漁
漁
吉
松
馬
馬
成

松
松
松
末
重
重
男

10 

1,000 

４００ 

盛吉丸１/１１柳吉丸１/１

L21i:|q‘ 

200 0.7 雄政丸１/１

:::'。
1.0 

1.0 重喜丸１/１

50010. 1.5 

照義丸１/３

昭漁丸１/２

50010.810.810.611.0 

'::Ilq81l::|認'1:：
海洋丸１/２
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1４ 

年間労働日数

辮騰|…|鑿
資持分

鍵薬繍|漁蘂鰹一本釣’大型定置網

副
詞
田
町
刮
銅
町
刮
鋤
釦
‐
詣
副

日

300 

150 

300 

主
子
主
男
主
男
主
男
主
主

帯
帯
帯
帯
帯
帯

世
養
世
二
世
長
世
長
世
世

観音岬小型
２号
則
刎
田
刮
皿
訓
ｌ
銅
掴
判
詞
淵
留
弱
髄

●
●
●
●
‐
●
■
 

Ｙ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
Ｈ
 

●
Ｄ
Ｃ
●
■
ｐ
 

Ｋ
Ｍ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
Ｍ
 

ｎ
町
〕
■
Ⅱ
二
仮
〃
』
Ｆ
『
』
Ｊ
、
『
■
出
Ｌ

Ｐ
ｎ
Ｕ
Ｆ
ｎ
ｕ
Ｐ
ｎ
ｕ
Ｐ
ｎ
ｕ
Ｐ
ｎ
Ｕ
Ｐ
ｎ
Ｕ
 

１
２
 

甲岬小型
１号９/500
１
２
１
 ； 

観音岬小型

観音岬小型

300 

300 

観音岬小型

観音岬小型

300 

300 3５ 

漁業・農業年間従事状況

正則胴

型定置網｜農業|鰯|漁業「|の続柄

【)’１３０[】

ＤｌＩ３０[】

卿′1，１１

801Ｉｌ８Ｃ 

]0．甲離

lＸ〕ｌ６Ｃ

)ＯＩｌｌⅨ]１６［ 

U1 

L」

)ｌｌ３０Ｉ］ 

３０１１５【)１１４（

ＤＤｌＩＩ８Ｉ］ 

鰹一本釣 大型定置網 農業 漁業
￣U￣IZUId 

株

甲岬小型

1号２/500,甲岬

甲岬小型

１号８/50O
佐賀大数

１号５/500

株

日証証ⅨⅨⅨ

ＩＩＩｌｌ１１－－－１１Ｉ ３３００００３３３３９００ 
１１３ 

１１１２ 

１１ 

０ 

０ｃｃｔ０ 

ｆｆｆ１ 

日

５ 

９０５３３ 

００５８ 

１ 

３２２２ 

３３１１ ｔ 

ⅨⅨⅨ 

ｃｃ 

０６ 

日加仙

８５ 

０３ 

８ 

３３ 

１１ 

２２ 

１３３ 

１ 臣』、色【ｘ』時”０〔■山、〃』１▲【■Ｕ［出し５０【「］１Ｊ【８』【し】ゲノ『ゲノ・ＦＬＵ【ⅡしＴ当矼垈３３５２６３４６３４２２６３７４２４５２ 主主主主主主主男主男男主主主男男帯帯帯帯父帯帯帯帯帯帯帯世世世世世世世長世長二世世世長五
主主男帯帯世世長 ＮＭＫＹＴＴＫＲＫＮＮＵＴ ＮＮＮＵＭＭＭＫＮＮＮＮＮ 

養殖分 |年間労働日数|…|世帯主と|』…＿Ｉ

Hosei University Repository



１５ 

(表２．５つづき）

慶
一
艫 謂鵠

,到石'2.'5|虞

漁業従事と出

養殖 雑 漁

株 株 様

1， 

Mにlillに’
柳吉丸１/１

海洋丸１/２

照義丸１/３

０
 

９
 

１
▲
勺
０
▲

;:誰:Ili8l::：

表２．６中ノ島・戸集島落

農産物｜農地 漁業従事と出

甘藷｜麦 畑|水田

iｒ 
米
一
石 資持 雑

蝋｜蝋頁
加
川
副
卯

４
４
３
０
 ９
 

５
 豊丸１/１

３
４
 

●
●
 

（
、
叩
》
一
勺
Ⅱ
△

４
０
 

0.6 

1.0 

ノ
ノ
１
３
 

６
６
 

ｖ
〃
〃
丸
丸
雷
討
、

１
１
１
 

鰄鰄執執拘鞄歸糯噸蠣駒錨鰄
活
活
良
良
良
亀
巍
巍
第
第
優
西
西

1,2 00 1． 2.0 

０
４
Ｏ
 

Ｄ
 

Ｐ
 

２
 

１
 

2.0 

iｉｌｒ 

２
７
 

0.5 

2.0 
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1６ 

資 年間労働日数

零麟騰と|…|鑿
持分

鍵漿繍|臘蕊大型定腫網鰹 本釣

株株

印
、
期
皿
帥
印
加
⑩

日 主
男
男
男
主
主
主
主
男
主
男
主
男
主
主
男
男
主
主
男

帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯

帯
帯

世
長
三
五
世
世
世
世
一
一
一
世
三
世
長
世
世
長
長
世
世
長

図
珂
瓠
珂
珂
Ｉ
畑
－
鋼
－
刑
－
鋼
－
調
－
銅
珂
「
祠
劉
蜘
剥
酎
刮
四
劃
ｌ
躯
‐
“
布
弘

300 

300 

300 

Ｎ･Ｍ 

！
．
…
 

１
１
１
１
１
１
 

旭洋大政

１号６/500

Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｋ
Ｈ
ｓ
 

●
●
□
●
①
●
 

Ｋ
Ｔ
Ｍ
Ｈ
ｏ
Ｍ
 

270 

200 

300 

1号７/500

2号

1号１３/500
2号

：
０
 

５
０
４
 

l5C １ 

2０ 
270 

ｓ
Ｙ
Ｔ
Ｙ
Ｆ
Ｔ
 

●
■
■
●
■
●
 

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
 

2１ 
２号

1号５/500

2４ 

2２ 

肌
成
就

０
０
 

５
０
 

2３ 
300 

２号

４
５
６
 

２
２
２
 

２５０ 

旭洋大数
１号３/500

15（ 

150 

野
見
湾
岸
で
も
っ
と
も
重
要
な
漁
種
に
大
型
定
置

網
漁
業
が
あ
る
。
幕
藩
時
代
に
は
主
要
な
生
産
手
段

で
あ
る
漁
船
と
網
は
課
税
の
対
象
と
さ
れ
、
土
佐
藩

で
は
弘
化
年
間
に
「
鰹
釣
船
銀
九
十
三
匁
五
分
九

厘
地
引
網
銀
八
十
四
匁
五
分
大
挽
網

（
１
）
 

銀
百
二
十
六
匁
七
分
五
厘
」
の
口
銀
が
課
さ
れ
、
寛

政
七
年
八
月
の
「
浦
々
出
米
之
事
」
に
は
「
一
、
三

枚
帆
漁
船
壱
艘
二
付
米
三
升
宛
一
、
大
綱
壱
帳

一
一
付
米
七
升
宛
一
、
地
引
網
壱
帳
一
一
付
米
五
升

（
２
）
 

宛
」
の
定
め
が
あ
っ
た
。
鰹
漁
船
や
大
敷
網
の
よ
う

な
多
数
の
人
員
に
よ
る
協
業
を
要
す
る
漁
業
で
は
、

（
３
）
 

前
者
は
乗
組
員
集
団
で
あ
る
船
中
（
東
日
本
で
は（４
）
 

同
族
団
）
が
、
後
者
で
は
共
同
経
営
体
で
あ
る
網
組

（
西
日
本
で
は
村
総
有
）
が
経
営
主
体
と
な
っ
て
税

を
負
担
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
村
内
で
は
本
百
姓

（
５
）
 

に
比
定
さ
れ
る
納
税
者
が
事
実
上
の
経
営
者
層
と
な

り
、
無
株
労
働
者
層
と
の
間
に
階
層
を
形
成
し
た
。

明
治
期
に
入
る
と
、
明
治
十
九
年
の
準
則
と
明
治
三

十
四
年
の
旧
漁
業
法
お
よ
び
明
治
四
十
三
年
の
漁
業

五
経
営
形
態
と
そ
の
基
盤
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1７ 

(表２．Ｂつづき）

農地 漁業従 事 出と

畑|水田 養殖 漁 雑

石 反 株 株Ｈ 

1.600 

典
〈
Ｕ １
 

１
１
 

〃
ノ

ノ
ｊ
ノ

１
 

１
１
 

九
九
丸
丸
丸
丸
丸
丸

春
春
春
春
水
進
漁
一

道
道
道
道
良
漁
進
寛

４
 

１
０
 
３
０
４
１
２
１
２
１
１
 

700 

富高丸１/１100 

2.000 

０
３
０
 

l5C 

3.50012 生漁丸１/１
生漁丸

森惣丸１/１
森惣丸

第２幸漁丸１/１
第２幸漁丸

90010 

80011 

０
５
０
０
０
 

70Ｃ 鶴丸１/１
鶴九

1.000 

400 大漁丸１/１

中富丸１/１500 

（
６
）
 

法
は
幕
藩
時
代
の
慣
行
先
規
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た

た
め
、
従
来
の
漁
業
の
あ
り
方
も
継
承
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
後
鰹
漁
業
で
は
漁
船
の
大
型
化
に
よ
る
漁

場
の
拡
大
や
船
数
の
増
加
に
よ
っ
て
生
産
の
拡
大
が

可
能
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
大
敷
網
の
よ
う
な
定
置

網
で
は
大
型
化
や
改
良
に
よ
る
生
産
の
拡
大
は
ゑ
ら

れ
た
し
の
の
、
制
約
さ
れ
た
漁
場
の
た
め
成
長
に
は

限
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
敷
網
の
経
営
に
は
従

来
の
共
同
経
営
者
達
に
よ
る
村
張
り
経
営
と
呼
ば
れ

る
共
同
経
営
の
方
式
が
登
場
し
た
。

（
７
）
 

高
知
県
の
場
合
、
東
洋
町
野
根
地
区
に
あ
る
四
つ

の
漁
場
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
十
六
年
か
ら
、
野
根
共

同
大
敷
組
合
（
伏
越
漁
場
・
水
尻
一
号
）
野
根
大
敷

組
合
（
淀
ヶ
磯
）
新
生
大
政
組
合
（
水
尻
二
号
）
が

漁
協
か
ら
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
し
た
が
、
組
合
は

い
ず
れ
も
野
根
地
区
居
住
の
成
人
男
子
に
よ
る
一
世

帯
一
株
宛
の
出
資
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

室
戸
市
佐
喜
浜
地
区
に
あ
る
三
つ
の
漁
場
（
源
太

碆
・
黒
碆
・
立
岩
碆
）
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
九
年
・
六

年
。
七
年
か
ら
佐
喜
浜
大
敷
組
合
が
経
営
す
る
が
、

組
合
は
一
世
帯
一
株
宛
の
出
資
で
構
成
さ
れ
、
五
年

ご
と
に
更
新
さ
れ
る
。
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1８ 

後
に
三
分
ノ
ー
外

が
適
用
さ
れ
る
。

室
戸
市
椎
名
地
区
で
は
大
正
十
三
年
か
ら
漁
業
権
を
椎
名
漁
業
組
合
か
ら
椎
名
鯛
大
敷
組
合
が
無
彼
で
借
り
受
け
経
営
を
開
始
し

た
・
鯛
大
敷
組
合
は
椎
名
地
区
に
居
住
す
る
漁
業
組
合
員
全
戸
に
一
株
宛
が
与
え
ら
れ
、
株
主
権
の
相
続
譲
渡
売
買
等
は
椎
名
漁
業
組

合
員
間
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
漁
業
組
合
と
大
敷
組
合
と
の
漁
業
権
貸
借
期
間
は
五
年
で
、
契
約
更
改
時
に
大
数
組
合
も
解
散
さ

れ
、
ま
た
新
た
に
漁
業
組
合
員
全
戸
に
対
し
一
株
を
与
え
て
組
合
内
部
の
持
株
の
均
等
化
に
つ
と
め
て
い
る
。
室
戸
市
一
一
一
津
地
区
で
は

昭
和
五
年
か
ら
一
一
一
津
大
敷
組
合
が
漁
業
組
合
よ
り
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
を
始
め
た
。
大
敷
組
合
は
漁
業
組
合
員
全
戸
に
一
株
が
与
え

ら
れ
、
分
家
起
立
に
際
し
て
は
第
一
分
家
は
新
世
帯
独
立
後
五
年
経
過
後
に
一
株
が
、
第
二
分
家
は
五
年
で
半
株
十
年
で
一
株
が
与
え

ら
れ
た
。
ま
た
一
度
地
区
外
に
転
出
し
た
組
合
員
の
転
入
に
際
し
て
は
漁
業
組
合
加
入
後
十
年
の
経
過
が
必
要
と
さ
れ
る
。
室
戸
市
高

岡
地
区
で
は
昭
和
十
三
年
か
ら
漁
業
組
合
よ
り
漁
業
権
を
借
り
て
高
岡
大
敷
組
合
が
経
営
に
あ
た
っ
た
が
、
組
合
は
漁
業
組
合
員
に
一

株
を
与
え
、
分
家
し
た
次
男
に
は
一
一
一
年
経
過
後
に
一
一
一
分
ノ
一
株
、
九
年
経
過
後
に
一
株
が
与
え
ら
れ
、
分
家
し
た
一
一
一
男
に
は
四
年
経
過

後
に
一
一
一
分
ノ
ー
株
、
十
二
年
経
過
後
に
一
株
が
与
え
ら
れ
、
一
度
転
出
し
た
組
合
員
の
転
入
に
際
し
て
は
分
家
し
た
次
男
と
同
じ
基
準

中
土
佐
町
上
ノ
加
江
地
区
で
は
上
ノ
加
江
大
敷
組
合
が
明
治
三
十
年
に
漁
業
組
合
か
ら
漁
業
権
を
借
り
受
け
て
経
営
に
あ
た
っ
た
。

大
敷
組
合
員
の
資
格
は
上
ノ
加
江
浦
分
に
居
住
し
て
一
戸
を
構
え
、
従
来
か
ら
卿
立
網
漁
業
を
営
む
漁
業
者
で
成
人
に
達
し
た
も
の
に

一
株
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
一
株
組
合
員
か
ら
分
家
を
起
立
し
た
も
の
に
十
分
の
七
株
が
、
従
来
鯛
立
網
漁
に
参
加
し
た
半
漁
半
商
の

も
の
に
十
分
の
五
株
が
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
株
数
が
増
加
し
た
た
め
株
数
は
百
四
十
九
株
二
分
に
固
定
さ
れ
た
。
中
土
佐

町
矢
井
賀
地
区
で
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
矢
井
賀
大
敷
組
合
が
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
に
の
り
出
す
が
、
組
合
は
漁
業
組
合
員
全
戸
一

株
宛
の
出
資
で
構
成
さ
れ
た
。
組
合
員
か
ら
分
家
が
起
立
さ
れ
た
と
き
に
は
、
最
初
の
三
年
間
は
十
分
の
七
株
が
与
え
ら
れ
、
四
年
経

過
後
に
一
株
が
与
え
ら
れ
る
。
中
土
佐
町
久
礼
地
区
で
は
昭
和
一
一
十
七
年
か
ら
久
礼
鯛
大
敷
組
合
が
経
営
し
た
。
同
組
合
は
漁
業
協
同

組
合
員
に
対
し
－
世
帯
一
株
宛
を
与
え
、
分
家
起
立
の
場
合
は
五
年
経
過
後
に
一
株
を
与
え
た
。
ま
た
組
合
員
の
転
出
に
際
し
て
は
三

年
間
は
資
格
の
存
続
が
認
め
ら
れ
た
。
佐
賀
町
伊
田
地
区
で
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
伊
田
大
敷
組
合
の
経
営
に
な
る
が
、
組
合
員
は
伊

田
漁
業
協
同
組
合
員
と
ま
っ
た
く
同
じ
構
成
員
で
本
地
区
に
三
年
間
居
住
す
る
世
帯
主
か
ら
な
り
、
分
家
の
場
合
も
同
等
に
あ
つ
か
わ

れ
る
。
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1９ 

土
佐
清
水
市
以
布
利
地
区
で
は
昭
和
十
四
年
か
ら
以
布
利
共
同
大
敷
組
合
が
漁
業
組
合
か
ら
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
を
始
め
た
。
組

合
員
は
漁
業
組
合
員
で
あ
っ
て
独
立
後
二
年
を
経
過
す
る
こ
と
が
条
件
で
、
こ
の
間
に
地
区
の
事
業
費
を
負
担
し
慣
行
へ
の
出
役
を
果

し
て
い
る
条
件
を
満
せ
ぱ
一
株
が
与
え
ら
れ
る
。
分
家
の
際
も
直
ち
に
一
株
を
与
え
ら
れ
る
が
、
他
地
区
か
ら
の
転
入
者
に
は
本
地
区

で
十
年
間
の
漁
業
者
生
活
と
地
区
へ
の
義
務
の
履
行
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
転
出
の
場
合
は
直
ち
に
資
格
が
停
止
さ
れ
る
。
土
佐
清
水

市
貝
ノ
川
地
区
で
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
貝
ノ
川
大
敷
組
合
が
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
敷
組
合
員
と
漁
業
権
を
も
つ
漁
業
協

同
組
合
と
は
構
成
員
が
同
一
で
、
そ
の
資
格
は
地
区
内
で
五
年
間
の
漁
業
実
績
が
必
要
と
さ
れ
る
。
土
佐
清
水
市
窪
津
地
区
で
は
昭
和

十
六
年
か
ら
窪
津
共
同
大
敷
組
合
が
漁
業
組
合
か
ら
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
に
あ
た
っ
た
。
組
合
員
資
格
は
漁
業
組
合
員
で
地
区
の
経

費
負
担
と
出
役
の
義
務
を
履
行
し
て
い
る
独
立
生
計
の
世
帯
主
に
一
株
が
与
え
ら
れ
、
地
区
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
資
格
を
矢
な
い
、

転
入
者
は
前
記
の
条
件
を
満
せ
ぱ
即
時
に
資
格
を
回
復
す
る
。
分
家
の
加
入
は
認
め
ら
れ
る
が
相
続
以
外
の
資
格
譲
渡
は
認
め
ら
れ
な

こ
の
よ
う
に
高
知
県
の
大
型
鯛
定
置
網
漁
業
の
経
営
は
、
過
半
が
大
敷
網
組
合
と
い
う
任
意
組
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
大
政

組
合
は
い
わ
ゆ
る
村
張
り
経
営
と
呼
ば
れ
る
村
落
共
同
体
が
経
営
主
体
と
な
る
組
織
で
、
経
営
に
際
し
て
の
地
区
住
民
の
優
先
性
を
企

図
し
て
い
る
。
一
般
に
組
合
員
の
資
格
は
、
独
立
し
て
漁
業
を
営
む
地
元
漁
業
組
合
員
と
し
、
分
家
起
立
の
場
合
に
は
一
定
期
間
地
区

へ
の
課
役
負
担
の
義
務
を
果
し
た
後
に
参
加
が
認
め
ら
れ
た
。
ひ
と
た
び
地
区
外
へ
転
出
し
た
組
合
員
が
帰
村
転
入
す
る
際
に
も
一
定

年
限
の
試
用
期
間
が
課
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
敷
組
合
組
織
は
、
制
約
さ
れ
た
漁
場
に
対
す
る
戸
口
増
加
に
と
も
な
う
就
業
機
会
の

飽
和
回
避
手
段
と
し
て
、
国
内
労
働
市
場
が
せ
ま
か
っ
た
一
九
五
○
年
代
ま
で
は
高
知
県
ば
か
り
で
な
く
三
重
県
・
福
井
県
な
ど
各
地

大
月
町
古
満
目
地
区
で
は
幕
藩
時
代
か
ら
の
網
漁
業
者
の
集
団
で
あ
る
古
満
目
水
主
組
合
が
、
明
治
二
十
三
年
に
漁
業
権
を
得
て
か

ら
外
部
漁
業
者
へ
漁
場
を
賃
貸
し
て
き
た
が
、
昭
和
九
年
（
古
当
漁
場
）
お
よ
び
十
二
年
（
古
満
目
崎
漁
場
）
か
ら
水
主
組
合
が
直
接

経
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
組
合
員
は
旧
来
の
五
十
三
人
（
五
十
三
株
）
の
地
区
在
住
者
に
限
定
さ
れ
、
株
の
移
譲
は
認
め
ら
れ
て
い

飽
和
回
避
手
段
と
し
て
、
屑

で
ふ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

る
が
増
減
は
な
い
。

い
◎ 

だ
が
高
知
県
の
大
敷
組
合
が
い
ず
れ
も
村
張
り
経
営
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
野
見
湾
岸
の
現
須
崎
市
双
子
漁
場
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2０ 
や
土
佐
市
宇
佐
地
区
で
は
、
大
型
定
置
網
の
大
敷
組
合
は
村
張
り
経
営
で
は
な
く
第
四
節
で
承
た
と
お
り
漁
業
組
合
員
に
よ
る
任
意
の

出
資
者
で
構
成
さ
れ
、
組
合
員
は
世
帯
主
に
限
定
さ
れ
な
い
の
で
一
世
帯
内
で
家
族
間
に
分
散
し
た
り
、
持
株
数
に
も
幅
が
あ
る
。
株

の
譲
渡
は
漁
業
組
合
間
に
は
認
め
ら
れ
、
分
家
や
転
入
者
等
へ
の
制
約
も
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
野
見
湾
岸
地

域
の
場
合
は
、
高
知
県
に
広
く
ふ
ら
れ
る
村
張
り
経
営
で
は
な
い
少
数
事
例
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
は
村
張
り
経
営
成
立

の
背
景
比
較
の
検
証
に
適
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
域
は
、
勢
井
・
野
見
・
駿
岐
・
大
谷
・
中
ノ
島
・
戸
島
の
生
業
を
異
に
す
る

集
落
が
野
見
湾
を
と
り
囲
糸
、
双
子
一
号
・
二
号
の
大
型
定
置
網
を
共
同
で
経
営
し
て
い
る
。
新
双
子
一
号
・
同
二
号
大
数
組
合
は
、

主
と
し
て
勢
井
・
大
谷
集
落
の
住
民
か
ら
構
成
さ
れ
、
野
見
な
ど
そ
の
他
の
集
落
住
民
の
参
加
者
は
少
な
い
。
こ
れ
は
前
者
が
こ
の
地

域
と
し
て
は
農
業
の
比
重
が
高
い
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
カ
ツ
オ
一
本
釣
、
イ
ワ
シ
四
シ
張
網
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
漁
業
が
営
ま

れ
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
（
表
２
）
。
水
場
が
不
安
定
（
表
１
）
な
定
置
網
の
経
営
に
は
農
業
を
兼
業
す
る
必
要
と
、
他
の
漁
業
を

兼
業
し
た
場
合
の
労
働
力
配
分
の
問
題
に
よ
っ
て
、
定
置
網
の
経
営
が
勢
井
・
大
谷
集
落
の
住
民
に
集
中
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に

そ
の
他
の
農
業
を
も
た
な
か
っ
た
集
落
で
は
沖
合
漁
業
へ
進
出
し
、
そ
れ
だ
け
定
置
網
へ
の
依
存
度
が
稀
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
こ
の
地
域
は
生
業
の
異
な
る
小
集
落
が
混
在
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
全
住
民
に
よ
る
排
他
的
共
同
経
営
、
い
わ
ゆ
る
村

張
り
経
営
に
す
す
ま
ず
に
、
任
意
の
住
民
の
経
営
参
加
に
よ
る
経
営
形
態
を
と
る
に
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
わ
ゆ

る
村
張
り
経
営
は
、
定
置
網
以
外
に
め
ぼ
し
い
漁
業
が
存
在
し
な
い
が
農
業
や
林
業
な
ど
陸
上
産
業
を
兼
業
す
る
、
生
業
を
同
じ
く
す

る
集
落
を
基
礎
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

注

（
１
）
平
尾
道
雄
『
土
佐
藩
漁
業
経
済
史
』
高
知
市
立
市
民
図
密
館
昭
和
三
○
年
六
六
’
六
八
頁
。

（
２
）
小
関
豊
吉
「
藩
政
時
代
に
於
け
る
土
佐
水
産
業
の
一
考
察
」
土
佐
史
談
第
三
七
号
昭
和
六
年
一
一
一
一
○
頁
。

（
３
）
拙
稿
「
駿
州
焼
津
に
鎧
け
る
近
世
の
漁
業
貢
租
制
度
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
七
一
号
社
会
科
学
編
平
成
元
年
一
’
一
一
一
一

頁
他
。

（
４
）
山
口
和
雄
『
近
世
越
中
灘
浦
台
網
漁
業
史
』
ア
チ
ヅ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ァ
ム
藥
報
三
一
昭
和
十
四
年
。

岩
崎
英
精
『
丹
後
伊
根
浦
漁
業
史
』
伊
根
漁
業
協
同
組
合
昭
和
三
十
年
。

中
野
卓
「
北
大
呑
諸
村
と
そ
の
陶
網
の
変
遷
（
一
）
１
（
四
）
」
東
京
教
育
大
学
文
学
部
社
会
科
学
論
集
２
．
５
．
ｍ
・
巧
昭
和
三

○
二
一
一
二
・
一
一
一
八
・
四
三
年
頁
数
略
他
。
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２１ 

こ
れ
ま
で
一
九
五
○
年
代
、
経
済
成
長
期
以
前
の
沿
岸
漁
村
の
生
業
形
態
を
高
知
県
の
大
型
定
置
網
漁
村
に
つ
い
て
ゑ
て
き
た
。
当

時
は
い
ま
だ
労
働
市
場
は
せ
ま
く
交
通
事
情
も
整
わ
ず
、
地
域
内
労
働
力
の
消
化
は
地
域
内
資
源
の
利
用
に
む
け
ら
れ
こ
れ
を
強
化
し

て
い
っ
た
。
住
民
が
高
齢
化
・
過
疎
化
し
た
今
日
と
は
異
な
り
、
当
時
は
豊
富
な
中
堅
労
働
力
が
各
種
近
海
漁
業
に
従
事
す
る
と
と
も

に
、
山
頂
に
達
す
る
ま
で
沿
岸
の
山
腹
は
丹
念
に
耕
地
化
さ
れ
て
い
た
が
、
労
働
力
の
不
完
全
燃
焼
状
態
は
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
大
型
定
置
網
漁
村
の
多
く
で
先
住
漁
民
に
よ
る
既
得
権
益
擁
謹
の
た
め
に
と
ら
れ
た
の
が
村
張
り
経
営
で
あ

っ
た
。
村
張
り
経
営
は
そ
の
資
本
の
閉
鎖
的
運
用
の
た
め
に
前
期
的
遺
制
と
象
る
む
き
も
あ
る
が
、
幕
藩
体
制
の
村
総
有
制
の
歴
史
を

経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
に
し
て
も
、
第
五
節
で
糸
た
よ
う
に
村
張
り
の
出
現
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
く
近
代

の
創
造
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
村
総
有
制
と
い
う
旧
慣
へ
の
単
な
る
復
権
に
止
ま
ら
ず
、
あ
る
時
代
状
況
下
に
お
け
る
狭
陰
な
労
働
市
場

に
対
す
る
経
営
態
様
の
一
つ
と
み
る
こ
と
も
検
討
に
価
し
よ
う
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
野
見
湾
岸
地
域
の
事
例
は
、
同
時
代
に
お
い
て

も
村
張
り
経
営
の
採
否
に
は
、
そ
の
時
代
性
ば
か
り
で
な
く
地
域
的
条
件
が
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
を
考
え
る
素
材
と
な
ろ
う
。
最
後

に
一
九
六
○
年
か
ら
の
経
済
成
長
に
よ
る
労
働
市
場
の
拡
大
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
湾
岸
地
域
を
縫
う
道
路
の
開
通
は
こ
の
地
域

の
就
労
環
境
を
変
え
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
地
区
外
転
出
・
通
勤
に
よ
る
労
働
力
の
流
出
が
始
ま
り
、
そ
の
結
果
高
齢
化
・
過
疎
化

し
た
こ
の
地
域
で
は
山
腹
か
ら
農
耕
地
が
消
滅
し
、
養
殖
を
除
け
ば
漁
業
も
峠
を
越
え
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

河
岡
武
春
『
海
の
民
』
平
凡
社
昭
和
六
二
年
。

（
５
）
二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
お
茶
の
水
書
房
昭
和
三
七
年
。

（
６
）
羽
原
又
吉
「
明
治
維
新
期
を
中
心
と
す
る
水
産
業
の
変
遷
過
程
と
漁
業
法
と
の
関
係
並
に
其
後
の
推
移
㈹
１
口
」
社
会
経
済
史
学
第
八
巻

第
二
’
四
号
昭
和
一
三
年
頁
数
略
他
。

（
７
）
高
知
県
獅
網
漁
業
同
業
会
『
高
知
県
鋼
網
漁
業
誌
』
同
会
昭
和
三
年
お
よ
び
現
地
調
査
に
よ
る
。

’
一
五
二
頁
。

村
長
利
根
郎
・
王
城
肇
「
漁
業
協
同
組
織
の
研
究
Ｉ
三
重
県
九
木
浦
ｌ
」
愛
知
大
学
法
経
論
築
第
三
○
号
昭
和
一
一
一
五
年
一
○
一
一
一

六
結

率函
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